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11
月
12
日
（
火
）
早
朝
、

「
命
一
番
」
の
出
発
式
を
経

て
、
神
崎
高
校
を
出
発
し
、

大
阪
伊
丹
空
港
へ
。
さ
ら
に

空
路
沖
縄
、
那
覇
空
港
に
到

着
。
44
回
生
の
修
学
旅
行
が

始
ま
り
ま
し
た
。 

果
報
バ
ン
タ
は
「
幸
せ
岬
」。

「
バ
ン
タ
」
は
「
崖
」
の
意
。

こ
こ
も
、
勝
連
城
と
並
ぶ
、
う

る
ま
市
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で

沖
縄
本
島
絶
景
の
地
で
、「
ぬ

ち
ま
ー
す
観
光
製
塩
フ
ァ
ク

ト
リ
ー
」
の
近
く
で
す
。
勝
連

城
で
ア
イ
ス
を
食
べ
、
こ
こ
で

も
塩
ソ
フ
ト
を
笑
顔
で
ほ
お

ば
る
本
校
女
子
生
徒
を
目
撃

し
ま
し
た
。
左
は
バ
ン
タ
か
ら

の
絶
景
に
心
奪
わ
れ
る
本
校

男
子
諸
君
で
あ
り
ま
す
。 

ち ょ っ と一 言 ◇４４回生は、今回の修学旅行をとおして「人と

かかわる力（相補力や折合力等）」を向上させたと確信します。そ

の力を、今後の人生に生かしてほしいと思います。まだまだ、成長

中ではありますので、皆さんのご理解とご協力をいただながら、よ

りよき大人に育てていく覚悟です。４４回生の４４４号。４あわせ

な特集号ができました。皆様に感謝です。（Ｎ．Ａ．） 

 

事
前
学
習
で
は
、
沖
縄
の

歴
史
と
文
化
、
沖
縄
戦
の
惨

禍
か
ら
の
復
興
と
基
地
問
題

に
つ
い
て
学
び
、
現
地
の
基

地
の
ま
ち
（
沖
縄
市
・
コ
ザ
）

で
は
ガ
イ
ド
さ
ん
の
説
明
を

聞
き
、
自
分
の
目
と
耳
で
沖

縄
の
現
在
を
確
か
め
ま
し

た
。
夕
方
、
う
る
ま
市
に
向

か
い
、
民
泊
入
村
式
。
民
泊

先
の
ご
家
族
に
温
か
く
迎
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

11
月
14
日
（
木
）
の
朝
、

２
日
間
お
世
話
に
な
っ
た
民

泊
先
の
ご
家
族
と
、
離
村
式

に
て
お
別
れ
し
ま
し
た
。
慶

良
間
諸
島
の
無
人
島
ナ
ガ
ン

ヌ
島
へ
向
か
い
ま
す
。 

 

島
へ
は
那
覇
の
泊
港
か
ら

二
隻
の
ク
ル
ー
ザ
ー
船
で
向

か
い
ま
す
。
前
日
ほ
ど
は
晴

れ
て
い
な
い
し
、
風
も
強
く
、

予
定
ど
お
り
メ
ニ
ュ
ー
が
で

き
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
シ

ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
を
終
え
た

生
徒
は
喜
色
満
面
。
し
っ
か

り
と
無
人
島
リ
ゾ
ー
ト
を
体

験
し
ま
し
た
。
時
間
調
整
に

立
ち
寄
っ
た
「
識
名
園
」
は

琉
球
王
朝
の
別
邸
で
、
回
遊

式
庭
園
に
琉
球
建
築
が
美
し

く
調
和
し
て
い
ま
し
た
。 

 

11
月
15
日
（
金
）
、
那
覇

の
国
際
通
り
の
班
別
研
修
を

終
え
、
27
度
の
常
夏
か
ら
３

度
の
神
崎
へ
。
み
ん
な
元
気

に
笑
顔
で
戻
っ
て
参
り
ま
し

た
。
こ
の
素
晴
ら
し
い
４
日

間
の
体
験
を
、
今
後
の
高
校

生
活
に
活
か
し
ま
す
。 

11
月
13
日
（
水
）
、
こ
の

日
か
ら
本
格
的
な
民
泊
体
験

の
始
ま
り
で
す
。
職
員
は
、

「
勝
連
城
」
と
「
ぬ
ち
ま
ー

す
観
光
製
塩
フ
ァ
ク
ト
リ

ー
」
で
、
観
光
に
連
れ
て
き

て
い
た
だ
い
た
生
徒
と
出
会

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
出

会
う
生
徒
は
み
な
笑
顔
で
し

た
。
前
日
は
、
民
泊
初
日
の

緊
張
の
夜
で
し
た
が
、
心
づ

く
し
の
夕
食
で
迎
え
て
く
だ

さ
っ
た
様
子
で
し
た
。
生
徒

は
夕
食
の
写
真
を
、
自
慢
げ

に
披
露
し
て
い
ま
し
た
。 

・「神崎夢実現プロジェクト」 

・部活動「外部指導者」・「神高部活動基金」 

を募集しています。 

詳しくは神崎高校へご連絡 

いただくか、ホームページを 

ご覧ください。 

 

肝
高
（
き
む
た
か
）
の
勝

連
城
（
か
っ
ち
ん
ぐ
す
く
）
。

「
肝
高
」
は
「
気
高
い
」
の

意
。
沖
縄
の
お
城
ら
し
く
石

灰
岩
の
石
垣
の
曲
線
が
美
し

い
。
勝
連
半
島
の
丘
陵
に
あ

り
、
半
島
を
挟
む
南
北
の
海

が
沖
縄
の
日
差
し
に
き
ら
め

き
ま
す
。
海
外
か
ら
の
観
光

客
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。 

今
回
の
旅
行
で

は
多
く
の
方
々

に
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 


